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京都府立医科大学附属病院で膠原病内科を受診された患者さんへ 

「膠原病患者さんを対象としたコホート研究」へのご協力のお願い 

 

京都府立医科大学附属病院 膠原病・リウマチ・アレルギー科では、当科に受診された患者さんを

対象に、診療を受けられました際に発生する検査試料や診療情報を用いた臨床研究を実施させて頂い

ております。実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査委員会の審査を受け、研究機関の長の許可

を受けて実施しています。 

 

研究の目的 

膠原病・リウマチ・アレルギー性疾患は本来であれば自分自身の身体を守るために生き物に備わっ

ている免疫反応が関与して病気を起こしてしまうものだということがわかっています。以前は有効な

治療法が少なかったのですが、現在では適切な治療を行えば快方に向かうことも多くなってきまし

た。このような進歩の背景には医学研究があり、研究によって明らかになったことが新しい治療や診

断方法の開発に役立っています。一方で、膠原病・リウマチ・アレルギー性疾患の原因は依然として

不明な部分が多く、有効な治療法が見つかっていない病気もあり、同じ病気であっても患者さんによ

って症状の強さや治療薬の効果・副作用が異なるため、患者さん一人一人の病状に併せたよりよい診

療が必要です。そのため、皆さまから提供して頂いた試料や診療情報を集積し、新規の治療や診断方

法の開発につなげていくことが期待されています。 

 

研究の方法 

・対象となる方について 

2008年4月1日から2029年3月31日までの間に、京都府立医科大学附属病院 膠原病・リウマチ・アレ

ルギー科で診療を受けられた、16歳以上の方（性別は問いません）。 

 

・研究期間： 医学倫理審査委員会承認後から2030年3月31日 

・試料・情報の利用及び提供を開始する予定日：2021年4月1日 

・方法 

京都府立医科大学附属病院 膠原病・リウマチ・アレルギー科で診療を受けられた方で、診療録

（カルテ）より以下の情報を取得します。診療の実態や、取得した情報と膠原病の発症の仕方やその

後の経過についての関連性を分析することで、膠原病が発症する仕組みやよりよい診療方法について

調べます。 



 

 

・研究に用いる試料・情報について 

取得する情報：診療録（カルテ）から得られる病歴、血液検査やレントゲン写真などの検査所見 

試料（末梢血15mL、尿10mL、喀痰／唾液10mL 等） 

組織試料（皮膚や筋肉の生検や手術などで採取した組織の一部やその写真 等） 

＊試料や組織試料については、採取時に別途書面で説明し、同意書を取得させて頂きます。 

 

・個人情報の取り扱いについて 

患者さんの情報を研究に使用する際は、氏名、生年月日などの患者さんを直ちに特定できる情報は

削除し研究用の番号を付けて取り扱います。患者さんと研究用の番号を結びつける対応表のファイル

にはパスワードを設定し、インターネットに接続できないパソコンに保存します。このパソコンが設

置されている部屋は、入室が管理されており、第三者が立ち入ることができません。集計されたデー

タは統計解析という手法を用いて処理します。また、この研究の成果を発表したり、それを元に特許

等の申請をしたりする場合にも、患者さんが特定できる情報を使用することはありません。なお、こ

の研究で得られた情報は研究責任者（京都府立医科大学免疫内科学教室 病院教授・川人 豊）の責

任の下、厳重な管理を行い、情報が漏洩しないよう細心の注意を払います。 

 

・試料・情報の保存および二次利用について 

カルテから抽出した情報や試料は原則としてこの研究のために使用し結果を発表したあとは、京都

府立医科大学免疫内科学教室 病院教授・川人 豊の下、10年（試料は5年・情報は10年）間保存させ

ていただいた後、研究用の番号等を削除し、廃棄します。保存した試料・情報を用いて将来新たな研

究を行う際の貴重な試料や情報として、前述の保管期間を超えて保管し、新たな研究を行う際の貴重

な試料・情報として利用させていただきたいと思います。新たな研究を行う際にはあらためてその研

究計画を医学倫理審査委員会で審査し承認を得ます。 

 

・研究資金及び利益相反について 

利益相反とは、寄附金の提供を受けた特定の企業に有利なようにデータを操作する、都合の悪いデ

ータを無視するといった、企業等との経済的な関係によって、研究の公正かつ適正な実施が損なわれ

るまたは損なわれているのではないかと第三者から懸念される状態をいいます。本研究に関する利益

相反については、京都府公立大学法人の利益相反に関する規程、京都府立医科大学の臨床研究に係る

利益相反に関する規程等にしたがって管理されています。 

本研究は大学運営交付金（教室費）により実施します。本研究の実施にあたり、開示すべき利益相

反はありません。  



 

 

研究組織 

研究責任者  京都府立医科大学 免疫内科学教室 病院教授 川人 豊 

 

共同研究機関 

京都第一日赤病院リウマチ内科（和田誠）、 

京都第二日赤病院膠原病内科（茎田祐司）、 

京都山城総合医療センターリウマチ科（村上憲）、 

鞍馬口医療センターリウマチ科（角谷昌俊）、 

福知山市民病院膠原病内科（中西優市郎）、 

松下記念病院膠原病・リウマチ内科（井上拓也）、 

JCHO神戸中央病院内科（楠岡宏朗）、 

京都済生会病院内科（木田節） 

 

 お問い合わせ先 

患者さんのご希望があれば参加してくださった方々の個人情報の保護や、研究の独創性の確保に支

障が生じない範囲内で、研究計画及び実施方法についての資料を入手又は閲覧することができますの

で、希望される場合はお申し出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについてご了承いただけない場合には研究対象とし

ませんので、2030年3月31日までに下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利

益が生じることはありません。 

 

京都府立医科大学附属病院 免疫内科学教室（膠原病・リウマチ・アレルギー科） 

職・氏名 病院教授・川人 豊（かわひと ゆたか） 電話：075-251-5505  

受付可能時間帯 月曜～金曜 ・ 10時～17時（年末年始を除く） 

 


